
町では、次のとおり福祉灯油を助成することといたしましたのでお知らせいたします。
記

令和元年度増毛町福祉灯油購入助成事業概要

＜目的等＞
高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯の低所得者世帯に対し、冬期間の暖房費の一部を助成することによって、当該世帯の負担の軽減を図ることを目的とし、令和元年度に限り実施いたします。
＜助成の対象＞
令和２年１月１日現在において次のいずれかに該当し、かつ、当該年度町民税が非課税世帯に対し助成します。ただし、社会福祉施設入所者、生活保護法による受給世帯、増毛町町税等の滞納者に対する特別措置に関する条例による特定滞納者、増毛町に生活実態のない者は除きます。
(１)　高齢者世帯

ア　年齢満70歳以上(昭和25年1月1日以前に生まれた方)の高齢者のみの世帯
イ　年齢満70歳以上の者が、満18歳に到達して最初の3月31日までの間にある児童のみを扶養している世帯
(２)　障がい者世帯

ア　知的障がい者世帯

障がいの程度が療育手帳区分Ａランクの者が同居している世帯

イ　身体障がい者世帯

障がい者手帳の等級が１級及び２級の者が同居している世帯

ウ　精神障がい者世帯

精神障がい者保健福祉手帳の所持者が同居している世帯
　　エ　障がい者自立支援世帯

　　　　障がい者総合支援法に係る認定を受けている者が同居している世帯
(３)　ひとり親世帯

夫（妻）と死別または離別により、妻（夫）が独立して満18歳に到達して最初の3月31日までの間にある児童を扶養している世帯（70歳以上の高齢者が同居している非課税世帯も支給）

＜対象世帯の定義＞
助成対象世帯は、次のとおりです。

（１）令和２年１月１日現在増毛町において住民基本台帳に登録された世帯とします。ただし、住民基本台帳上は別世帯であっても、社会通念上同居等が明らかとなる世帯については、実際の生計において適否を判断するものとします。

（２）長期入院の支給対象者については、実態を調査して支給決定します。

＜助成の方法＞
灯油暖房を使用している対象世帯に灯油１００リットルを現物支給いたします。
灯油以外の暖房を使用している場合は助成対象にはなりません。

＜助成申請・必要なもの＞

申請受付期間は、令和２年１月８日(水)から３月２日(月)までの町役場開庁時とし、福祉厚生課（健康一番館）で受付を行います。助成対象世帯主の印鑑及び身分証明書（免許証や健康保険証）並びに本人や同居者の療育手帳や障がい者手帳を持参願います。なお、本人が申請に行くことができない場合は、地域の民生委員等代理の方でも申請することができます。（代理人の場合は、申請者の印鑑、療育手帳や障がい者手帳と代理人の印鑑と身分証明証が必要になります。）

　　また、同居世帯等の場合は、生計状況を確認するための必要書類の提出を求めることがあります。
＜助成の認定＞
提出された申請書により助成の認定をしたときは、福祉灯油購入助成認定通知書に助成券を添え通知し、却下したときは福祉灯油購入助成却下通知書により通知します。
＜福祉灯油の購入＞
認定通知を受けた者は、令和２年３月１３日までに助成券を業者に提出し、現物を受領します。助成券に有効期限を印字しています。
なお、業者については、増毛町内の灯油小売業者に限ります。
＜助成券の精算＞
業者は、令和２年３月１３日を最終日とする灯油の供給に関し、請求書に取り扱った助成券を添え、令和２年３月３１日までに町長に申請するものとする。

＜助成券の返還＞
対象者が次のいずれかに該当したときは、交付した助成券を返還させることがあります。

(１)　虚偽の申請により助成券の交付を受けたとき。

(２)　助成券を他に譲渡したとき。

(３)　その他助成券を不正に使用したとき。

＜その他＞
　　ご不明な点は、電話でお尋ねください。
　担当：福祉厚生課民生係　電話５３－３１１１
 　　　　　　　　　　　増毛町福祉灯油購入助成事業のながれ
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